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て分布する。砂岩・粘板岩・チャートなどの大小の円礫

を含み，著しく熱変成を受けている．また流紋岩は見立

礫岩を覆って鹿納山付近に分布している。

　花闇閃緑岩は上鹿川周辺の全域にわたって広く分布す

る。一般に中粒でほぼ等量のカリ長石・石英・斜長石と

15％内外の有色鉱物からなっている．有色鉱物の多く

は黒雲母で角閃石はその1／3程度を占める。、ほかに磁鉄

鉱・楯石・ジルコソ等を伴なってい笥。なお鹿納山付近

に分布するものは比較的鰹白質粗粒で角閃石が乏しくな

る傾向がある。

　本岩中には多くのペグマタイト・アプライト脈が見ら

れるが，これらは電気石を特徴的に含み，水平に近い低

角度をなすことが多い。

　特に鹿納山南麓の見立礫岩との境界部に分布するペグ、

マタイト脈は，厚さ30m以上の巨大なもので，後述す

る鹿川電気石鉱床はこのペグマタイト中に賦存してい

「るQ

　上鹿川付近では以上のほかに阿蘇熔岩が局部的に分布

している。

　当地域に見られる鉱床はペグマタイト鉱床および四万

十層群中の中温熱水性鉱脈であって，その主要な性状は

第2表のとおりである。

　二股地域の地質は四万十層群に属すると思われる黒色

第 2

蓉㌶☆調瞭1☆

　　　　　第韮2『；図一亀鹿・川付騒近評地5質、図

　DC－P5型シソチレーショソカウソタにょり当地区の

岩石および鉱床について放射能測定を行なった。なお自

然計数は15μr／hである。

　4．コ花翻閃緑岩の放射能強度

表

鉱　山　名

鹿川鉱山

釣鐘鉱山

鹿川電気石
　鉱　床

位 置

上鹿川南西　2Pkm

釣鐘山南麓

鹿納山南麓

主要鉱石鉱物

’
輝
安
鉱 ・金

黄鉄鉱・金

珪石・電気石

鉱　床　の　性　状

走向NE50。前後，1傾斜NW60。
脈幅平均0．3mく？）の鉱脈

母岩の層理・節理を充填した網目
状石英脈

水平に近いペグマタイト鉱床，F珪

石帯の厚さ10m電気石帯1～2m

備 考

坑口埋没

旧坑は大部分崩壊

東西2カ所の採掘跡あり

千枚岩・絹雲母千枚岩・緑色千枚岩・砂岩および輝緑岩

などからなり，南方約3kmには花闇斑岩の環状岩脈が

SE－NWの方向に走っている。四万十層群の一般走向

はE－WないしNW50。で北に30～70。傾斜する。

　東谷鉱山は二股部落の北東方約1kmの谷間にある。

坑口が崩壊しているため詳細は不明であるが，藤間・長，

井によると輝緑岩中の裂かに胚胎した含銀鉄閃亜鉛鉱・

方鉛鉱鉱脈で平均脈幅0．4m程度，磁硫鉄鉱を伴なっ

ている。昭和32年まで鉛・亜鉛鉱山として稼行されて

いた。

4．放射能異常とその考察

　花歯閃緑岩は第3図に示すように基盤岩類との境界面

は比較的低角度をなし，大規楳な岩株の頂部であると考

えられる。本岩の放射能を測定したところ，20～50μr／h

と位置によってかなり大きな変化が認められた。第3図

にこの断面線付近の測定値を表示する。

　これによると岩体の表層部付近で放射能は最も高く，

深部では低くなる傾向が認められる。この傾向は当地域

では一般的に認められたが，その原因は不明である。な

お野沢・高橋による本花崩閃緑岩の分析結果では，周縁

部と中心部との間に化学成分の顕著な相違は現われてい

ないので，風化程度の相違なども吋因として考慮される。

　またペグァタイト・アプライトは一般に自然計数の3
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倍程度の高い放射能を示した。
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採掘』した跡がある。ζの間の鉱床の連続性は確認できな・

かった。

　放射能異常が認められたのは西側の採掘跡に見られる

レソズ状の雲母帯である。その産状を第5図に示す。．

雲母帯は電気石帯の下盤に接し，最大の厚さ0．4mで

不規則レンズ状に断続するる焼取採掘が行なわれたため

鉱石は著しく酸化，、変質を華り，肉課的には放射能鉱物

を認め難いが，測定の結果は100～180μr／hと際立っ

た異常を示した。

團
花南閃緑岩

第3図、　鹿川付近地質断面図（附．花闘岩の放射能強度変化図）

　4．2　鹿川電気石鉱床

　放射能測定の結果，鹿川・釣鐘・東谷の各鉱山には異

常は認められなかったが，鹿川電気石鉱床で，最高自然

計数の10倍の放射能異常があったのでこれについて説

明する。

　本鉱床は第4図に示すように，厚さ少なくも30m以

上と推定される巨大なペグ々タイトで，ほぼ水平に近い

分布をなしている。明瞭な累帯構造を有し，下部から（1）

晶洞に富むアプライト帯，（2）電気石を含むアプライト

帯，（3）巨晶の石英帯，＠）細粒アプライト帯の4帯に区分

しうる。

　電気石鉱床は（2）の中に2条の帯状をなして分布する。

長径5mm内外の電気石の集合体で少量の石英を混えて

いる。電気石帯は膨縮が著しく，不規則に断続しながら

ほぼ同ム水準に分布する。厚ざは最大2m程度である。
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　　　　　第4図　　鹿川電気石鉱床概念図

　この鉱床は往時醐素原料として採掘されたことがあ

り，約20Qmの間隔をおいて東西2カ所に焼取法により

’』　占　　山　　∴　　　　　　　　電気石帯
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第5図　　鹿川電気石鉱床西坑，雲母帯のスケツチ

雲母帯は主として黒雲母・電気石・絹雲母・赤鉄鉱か

らなる。放射性鉱物は，確認するに至らなかった。なお

この部分の化学分析結果は次のとおりである。

　　　　U308　　0、017％

　　　　ThO2　　0．04％

　　　　　　　　　　分析：関根節郎・阿部智彦

5．結　　言

　上述の調査結果を要約すれば次のとおりである。

　1）鹿川地区の地質は，主として四万十層群・見立礫

岩・流紋岩類およびこれらの中に貫入する花闘閃緑岩か

らなっている。

　また二股地区は四万十層群に属する千枚岩類と輝緑岩

からなっている。

　2）主要な鉱床は四万十層群中に胚胎する熱水性鉱脈

と花崩閃緑岩に伴なうペグマタイト鉱床である。ペグマ

タイトの一部は電気石鉱床として稼行されたことがあ

’る。

　3）放射能測定の結果，鹿川電気石鉱床の一部に自然

計数の10倍程度の異常が認められ，U，Thの含有が確

認されたが放射性鉱物については同定できなかった。

　4）放射能異常が認められたのは電気石帯の下盤に伴

なう雲母帯で，不規則なレソズ状を呈し・連続性は不明
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